
          
 

   

 

  

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標（合言葉） 

一、しっかり学ぶ  錦の子 

一、よりよく生かす 錦の子 

一、なかよく生きる 錦の子 

一、元気でがんばる 錦の子 

 

 

 

第１０号 令和６年２月９日  発行者 校長 大森信二 

◇最新の情報は，本校のホームページでご確認ください◇ 

 １月２５日（木）から２７日（土）までの２泊３日で

実施しました。厳しい寒さの中での活動でしたが，児童

は元気に取り組み，３日間のプログラムを無事に終了す

ることができました。自然体験や宿泊体験を通して，自

主性や主体性が身についたり，仲間との絆を深めたりす

ることができたようです。６年生への進級を前に，大き

な成長を実感できる貴重な３日間となりました。 

 １月２３日（火）・２４日（水），そろばん教室を行い

ました。講師は，本校第一期生の卒業生で，現同窓会長

の亀和田公一先生です。まず学年全体に，そろばんの歴

史についてお話がありました。また，世界６５か国を訪

問した際の経験談や，世界の様々なそろばんについての

話は，実に興味深い内容でした。メソポタミアで生まれ，

約５千年の歴史を誇るそろばんの魅力をたくさん感じと

りながら，実際にそろばんを使い計算の仕方を学ぶこと

ができました。亀和田先生，大変お世話になりました。 

 ２月２日（金），今年度最後の地域協議会を開催し

ました。主な議題は，学校マネジメントシステムアン

ケート集計結果に基づいた学校評価についてです。会

議で議論された様々なご意見を，次年度の学校運営に

生かしてまいります。また，「ありがとう標語」の入

賞作品については次のとおりです。 
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 １月３１日（水），授業参加を実施しました。感染症が流行し 

ている時期でしたが，保護者の皆様には感染防止にご協力いた 

だきながら，無事に実施することができました。また，今年度 

最後の学級懇談会では，貴重なご意見をいただき，共通理解を 

図るなど有意義な時間となりました。なお，休業していた学級 

も後日実施いたしました。保護者の皆様，お世話になりました。 

 

令和５年度も残すところあと一月余り，一年間の様々な資料を整理していたら， 

５月に号外として発行されたＰＴＡ広報紙「にしき」が出てきました。最初の職員 

紹介の欄で，座右の銘は「前後際断」であると書いた自分の文章を読み，錦小学校 

に赴任して間もない頃のことを思い出すと同時に，改めて自分の座右の銘を再確認 

いたしました。幼少の頃はよく，「もし～をしていた
・

ら
・

」「もし～すれば
・ ・

」という， 

事実とは異なることを仮定してする後悔，つまり「たられば」の思考に陥っていま 

した。一度後悔の溝に落ちるとなかなか前に進むことができず，ただ疲れが残るだ 

けであったことを思い出します。沢庵和尚は，『不動智神妙録』という書物の中で， 

「前（過去）と今，今と後（未来）の際を切り離して今を生きよ」 と書いています。過去を悔やむことなく，

未来を案ずることなく，今，なすべきことに全力を尽くすべし，という意味で，これが「前後際断」です。 沢

庵和尚の教えは，「自分に今できることは，現在の事実を起点として，これからよりよい行動を重ねることに集

中することだけである。今の行動に集中するためには，過去の成功や失敗を引きずらないこと，つまり過去も未

来も断ち切り，今にすべてを集中することである」と解釈できます。特に，学生の頃は勉強をしていた時，社会

人になれば仕事をしていた時に，この「前後際断」を意識していたことを覚えています。もちろん「前後際断」

という言葉は知りませんでしたが，それを意識することで気持ちがとても楽になり，前向きに取り組めたと思い

ます。「今にすべてを集中する」は，日常生活の何気ない行動でも素晴らしいプラスの効果を発揮します。例え

ば，散歩をしている時であれば，嫌なことを思い出したり，仕事や勉強のことを考えたりしながら歩くのではな

く，目の前の景色，肌に感じる気温や湿度，空気の匂い，また足の裏から伝わる地面の質感など，五感を働かせ

ながら「今の散歩に集中する」ことです。不思議と心地よい疲れが副交感神経を刺激し，リラックスでき頭が冴

えてきます。脳が健全であれば心も健全になります。嫌なことを完全に忘れることはできませんが，健全な心で

気持ちは前向きになり，未来に向き合うことができます。沢庵和尚の教えとは少し違うかもしれませんが，「前

後際断」を自分なりに解釈し，座右の銘として肝に銘じ日々生活をしていきたいと考えています。 

 ２月７日（水），地域協議会主催の「ありが

とう標語」で入賞した児童の表彰を行いまし

た。表彰後，加藤幸行地域協議会長からお預か

りしたメッセージを読み上げ，「ありがとう」

の言葉の意義や，自分たちが作った標語を日頃

から意識して使っていくことの大切さを伝え

ました。受賞した児童は一覧表のとおりです。 


